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1シンシナティにおけるスクープ記者時代のラフカディオ・
ハーン
―犯罪記事の表現手法をめぐって―
孫 恵仁
要旨
本稿では、ラフカディオ・ハーンの文筆業の出発点となったシンシナティ時代に焦
点を当て、その成功の理由を二つの側面から論じた。ハーンを取り巻く環境と彼の
文学的才能である。前者では 19世紀後半のアメリカ新聞の変化が取り上げられる。
当時、報道記者の重要性が浮上し、ハーンは『シンシナティ・インクワイヤラー』
紙の記者となることができたのだ。その機会を活かし、ハーンの文学的才能が開花し
た。後者では、彼を一躍有名にした 1874年の記事「皮革製作所殺人事件」をとり
あげ、当時の他紙の記事と比較し、ハーンの記事が持つ特質を明確にした。
【キーワード：ラフカディオ・ハーン、『シンシナティ・インクワイヤラー』、「皮
革製作所殺人事件」、19世紀末のアメリカ】
はじめに
ラフカディオ・ハーン(Lafcadio Hearn, 1850-1904)は、『怪談』Kwaidan(1904)や『骨董』
Kottō(1902)などの再話作品、『心』Kokoro(1896)などの日本文化に関するエッセーにより、
広く知られる人物である。ハーンは、日本とのかかわりにおいて最も多く取り上げられる
が、彼の活動は日本に限られていたわけではない。彼は、アメリカのシンシナティやニュ
ーオーリンズ、そして西インド諸島のマルティニック島においても新聞記者や雑誌の寄稿
者、そして小説家として活動を行った。
本稿では、その中でも、ハーンが文筆家として土台を築いたシンシナティ時代に焦点を
当てる。この時期に、彼は最初に新聞記者として文筆業に足を踏み入れ、報道記者として
成功を収めた。しかし、無名のアイルランド系移民の青年にとってそれは容易いことでは
なかっただろう。そのような青年が名声を博すことができたのはなぜか。本稿では、この
2問題を二つの側面から考察する。第一はハーンを取り巻く環境、第二は彼の文学的才能で
ある。
シンシナティ時代は、主に伝記的研究によって扱われてきた。例えば、エリザベス・ビ
スランド(Elizabeth Bisland)の『ラフカディオ・ハーンの伝記と書簡』Life and Letters of
Lafcadio Hearn(1906)、エドワード・ラロク・ティンカー(Edward Larocque Tinker)の『ラ
フカディオ・ハーンのアメリカ時代』Lafcadio Hearn’s American Days(1924)、O.W.フロ
スト(Orcutt William Frost)の『若き日のラフカディオ・ハーン』Young Hearn(1958)、エ
リザベス・スティーヴンスン(Elizabeth Stevenson)の『評伝ラフカディオ・ハーン』The
Grass Lark(1961)がある。これらは共通してハーンの文学的才能に重きをおき、彼をとり
まく環境についてあまり注目しなかった。そこで本稿の第一節では、この点に焦点を絞っ
て論じる。ハーンの文学的才能について先行研究は、1874年の記事「皮革製作所殺人事件」
“Violent Cremation”を重要視している。ハーンの報道記者としての転換点が同記事にある
とみるからである。こうした視点を先行研究と共有しつつ、さらに本稿ではハーンの記事
を他紙のそれと比較することで、彼のスタイルを明確に浮き彫りにする。これは第二節で
行う。こうした考察によって、後のハーンの表現手法と共通する手法が、シンシナティ時
代にすでにみられることを明らかにしたい。
1. ハーンが記者になった背景
1.1. 『インクワイヤラー』紙の編集長との邂逅
ハーンが渡米した 1869 年のシンシナティには、数多くの移民者がおり、その数はシン
シナティの人口のほぼ半分を占めていた。移民者の 8割以上はドイツやアイルランドから
の移民者で、1そのアイルランド系移民の中に 19 歳のハーンがいた。ほぼ一文無しの状態
で、彼はシンシナティにやってきた。最初の数ヶ月は遠縁の親戚に頼ったものの、その援
助も長くは続かなかった。彼は、生活のために宿屋の給仕や電報配達、また事務所の会計
係など、様々な職に就いたが、どれも短期的なものであった。2そのような厳しい境遇から
彼を救ったのは、印刷業者ヘンリー・ワトキン(Henry Watkin, 1824-1911)3であった。ハー
ンとワトキンがどのように出会ったのか、その経緯は明らかではないが、初対面の場面は
異母妹への手紙に次のように記されている。
私は彼〔ワトキン〕に助けを求めました。彼は私を気に入ってこう言いました。
3「君は何も知らんだろう。でもまあ、私が仕込んでやろう。店で寝ればいい。給
料は出せんよ。君はまだ何の役にもたたんからな。まあ、せいぜい私の話し相手
になるぐらいだろう。だけど、食事はちゃんとやる」。彼は私に紙くずのベッドを
作ってくれました。(本の裁断所から持ってきた紙くずです。)気持ちがいいし、
温かいベッドでした。紙を片付けたり、店の床掃除をしたり、その合い間には、
使い走りをしてワトキンさんの質素な食事をいただきました。4
ワトキンとの暮らしから安定を得たハーンは、1872年まで、フランス語の翻訳業や業界
誌の編集助手、また出版社の校正係などの仕事に携わった。そして 1872年からシンシナテ
ィの有力日刊紙の一つであった『シンシナティ・インクワイヤラー』Cincinnati Enquirer
紙(以下『インクワイヤラー』紙と略記)に寄稿を始めることになったのである。
高学歴でもなく経験もないアイルランド系移民青年がいかにして有力日刊紙に寄稿で
きるようになったのか。そこには二つの理由が見出される。第一はハーン自身の文学的才
能であり、第二は当時の『インクワイヤラー』紙の変化である。第一の点に関連して、し
ばしば取り上げられる逸話は、当時の『インクワイヤラー』紙の編集長ジョン・A・コカ
リル(John Albert Cockerill, 1845-1896)が後年に書き残したものである。コカリルは、1895
年に『ニューヨーク・ヘラルド』の極東通信記者として来日し、当時、神戸に暮らしてい
たハーンと再会した。そして、翌年の 1896年、コカリルは『現代文学』Current Literature5
にハーンとの出会いを回顧する記事を掲載した。
二十年ほど前に、私が西部の町で日刊新聞〔『インクワイヤラー』紙〕の編集長
をしていた頃のことである。ある日、一人の風変わりな色の黒い小男が、編集室
を訪ねてきた。妙におどおどしていて、おそろしく度の強そうな眼鏡をかけ、福
の神に見放されたとしか思えない格好をしていた。
その男は蚊の鳴くような声で、自分の原稿を買ってくれまいか、と言うのだっ
た。私は金の支払いについてはあまり権限がないけれども、書いたものを見たう
えで考えてみようと言った。すると彼は、コートの下から原稿を取り出して、震
えるように私の机に置くと、まるでゆがんだ茶色の妖精
ブラウニー
のように逃げ去った。と
ても言いあらわせないような不思議な印象だった。
その日も遅くなってから、彼の置いていった原稿を読んでみて、私はびっくり
4した。魅力的な文章の中にキラリと光る力強い思想が溢れていたのである。6
この時採用された原稿は、アルフレッド・テニソン(Alfred Tennyson, 1809-1892)の新作
『国王牧歌』Idyls of the King(1872)を論評したものとされる。7「国王牧歌」は 3回に分
けて 1872年 11月 24日、12月 1日、12月 9日に『インクワイヤラー』紙に掲載された。
コカリルは、まだ正式な記者としては契約しなかったものの、見習い記者としてハーンを
受けいれた。ハーンはまもなく他の仕事を全て辞め、『インクワイヤラー』紙への寄稿に専
念し、原稿料のみで生活を始める。8それがハーンにとって最初の文筆業となったのである。
1.2. 報道記者の重要性の浮上
コカリルがハーンを迎え入れた背景には、もう一つの理由があった。それは『インクワ
イヤラー』紙の変化である。1870 年代に入るまで、『インクワイヤラー』紙は政治色が非
常に強い新聞であった。アメリカ南北戦争の折、南部に共鳴した北部人はコパーヘッド
(Copperhead)と呼ばれた。それは軽蔑的な呼称で、民主党支持者でありながら南部に同情
的であり、リンカーン大統領に反対した北部の人々を指すものであった。『インクワイヤラ
ー』紙は民主党を支持するコパーヘッドを代表する新聞だった。9
しかし、1865年に戦争が終結すると、アメリカの新聞全体が変わり始めた。アメリカの
新聞の歴史を扱った 20世紀の研究『アメリカン・ジャーナリズム』American Journalism
では、1872年から 1892年の間を「独立新聞の台頭」“The Rise of the Independent Press”
と位置付けている。独立とは、新聞が政治から独立したことを意味し、党派の代弁者とし
ての役割から脱却したことを意味する。南北戦争以前、そしてその最中では新聞の社説が
政局に大きな影響を与えた。しかし、戦後、新聞の社説や政府の行事に対する人々の関心
は弱まる。10それに代わって、人々はより身近に感じられる日常のニュースに興味を持つ
ようになった。読者の需要を満たすために、新聞における報道記者の重要性が高まったの
である。11
シンシナティにおいてこの変化に素早く対応したのが『インクワイヤラー』紙であった。
1870年、同紙の社主が父から子へと変わったことを契機に、新任の若き社主ジョン・R・
マクリーン(John R. Mclean, 1848-1916)は、『インクワイヤラー』紙から党派色の払拭を決
断し、報道記者であった彼と同年代の若いコカリルを編集長として抜擢した。12
コカリルは、『インクワイヤラー』紙の売り上げを伸ばすために、有能な報道記者を発
5掘、育成する必要があった。そのような時期にハーンが彼の前に現れたのである。ハーン
は、町で起こる殺人、堕胎などの犯罪、ホームレスや下層民の生活、また動物の死骸や人
間の死体といったセンセーショナルな記事にあつらえ向きの素材を収集した。彼はそれら
を時には生々しく、時には鮮烈に描きあげた。上品というより、一般大衆向けで人々を刺
激するハーンの記事は、読者の好奇心を満たし、『インクワイヤラー』紙の販売向上に貢献
した。センセーショナルな彼の記事は、伝統ある日刊紙には受け入れられ難いものであっ
たが、上述した『インクワイヤラー』紙の変化、さらには、当時の編集長コカリルとの出
会いが、彼の才能を発揮できる場を準備したといえる。こうした環境的な要因にハーン自
身の文学的才能が加わった時、新聞記者としての彼の名声は確固たるものとなる。それで
は、その文学的才能とはいかなるものであっただろうか。
2. 報道記者としての成功
2.1. 「皮革製作所殺人事件」
ハーンに自由な活動の場を与えたのはコカリルであったが、その機会を活かし成功へと
導いたのはやはりハーン自身の文学的才能であった。1874年の初頭、正式な記者となった
ハーンに、同じ年の 11月、大きなチャンスが転がり込む。凶悪殺人事件がシンシナティ市
の一角で発生したのである。その事件の報は、11月 8日日曜日に新聞社にもたらされたが、
あいにく普段そのような大きな事件を取材する記者は不在であった。ハーンは事件の取材
を志願した。正式な記者となって間もないハーンではあったが、コカリルは、ハーンを行
かせることに決心する。13
この事件が人々を驚かせた理由は、なによりもその凄惨さにあった。単に人を鉄の叉で
刺殺しただけではなく、その上、証拠隠滅のために皮革製作所の炉で遺体を焼いたのであ
る。これがただならぬ凶悪な事件であったことは、焼死体が発見された翌日の 11月 9日、
ニューヨーク・タイムズの第 1面に「衝撃の殺人」“Shocking Murder”というタイトルで
同事件が報道されたことからも見て取れる。ハーンの伝記を書いたエドワード・ティンカ
ーは、『ラフカディオ・ハーンのアメリカ時代』の中で、この事件が市全体を震え上がらせ
た大事件であったため、各新聞のスター記者たちがこぞってこれを記事にしたと述べてい
る。14実際に、『インクワイヤラー』紙を含め、『シンシナティ・コマーシャル』Cincinnati
Commercial紙(以下『コマーシャル』紙と略記)、『シンシナティ・デーリー・ガゼット』
Cincinnati Daily Gazette紙(以下『ガゼット』紙と略記)、『シンシナティ・デーリー・タ
6イムズ』Cincinnati Daily Times紙(以下『タイムズ』紙と略記)が、この事件を取り扱っ
た。報道合戦の中で、結果的にハーンの記事を掲載した『インクワイヤラー』紙が、最も
多くの部数を売り上げた。同紙は即日完売となる。さらには、増刷の要求までも絶えるこ
とがなかった。15ハーンの給料は、週 10 ドルから 25 ドルに一気にはね上がり、シンシナ
ティにおける彼の名声が確立された。16初日の記事で他紙の販売部数を大きく上回った『イ
ンクワイヤラー』紙は、11月 9日から 11月 16日まで、独占的に事件のことを報道したの
だった。これが報道記者としてのハーンの最大の成功である。もちろん、その背後には彼
をスター記者に押し上げた多くの読者たちがいたのだが、彼らは記事のどこに魅力を感じ
ただろうか。それはおおよそ二つの面、すなわち、形式面と内容面からみることができる
だろう。
2.1. 破格の形式
形式的な面を見ると、ハーンの記事が当時の新聞の常識を破る体裁をとっていることが
分かる(図 1 参照)。当時の『シンシナティ』紙は、１面の左側に首都からのニュースを掲
載し、残りの部分には国内、国外のニュースを掲載するのが通例であった。17いかに重要で
あっても、一つのニュースがヘッドラインの 1コラム以上を占めることはなかった。18そし
て、シンシナティの市内で起きた出来事は、4 面か 5 面、あるいは 8 面に掲載されるのが
普通であった。実際に『インクワイヤラー』紙以外の新聞は 4面あるいは 8面にこの皮革
製作所殺人事件を掲載している。しかし、図 1(後掲)からわかるようにハーンが書いた記事
は、1面の 1コラムどころか、5コラムまで占めている。
『インクワイヤラー』紙の特長は記事の配置のみではなかった。同紙にはイラストが 5
つも挿入されている。これも前例のないことであった。『コマーシャル』紙や『ガゼット』
紙にもイラストが挿入されているが、それらは簡単な間取り図に過ぎない。当時のイラス
トは、木版であったため、容易に入れられるものではなかった。翌日の新聞に 5 つものイ
ラストを入れることが、いかに困難な作業であったのか想像に難くない。このような無理
を強行した背景には、記者としてのハーンの直感があったのではないかと推測される。数
多くのグロテスクな事件に接してきた彼は、この事件にはイラストが必要だと判断したの
であろう。そうだとすれば、彼の思惑は見事に的中することとなる。
図１
7『インクワイヤラー』紙の記事を読んだシンシナティ市民の反応は、同紙の翌日の続報
に記されている。
火葬殺人の話題は、市内の至る所で持ち切りだった。インクワイアラー紙は、こ
の凶悪な悲劇の全貌をイラスト入りで伝えたので、新聞は引っ張り凧であった。
事件の審問の内容を掲載した夕刊が発表された後でも、売れ行きは収まらず、何
千部もの追加発行した新聞が、昼も夜も飛ぶように売れ、それでも更に追加の要
求が絶えなかった。犯行現場付近は、何百人もの野次馬が一日中彷徨し、その殆
どがインクワイアラー紙を手にし、自分の目で確かめたものと記事を比較し、記
事と現場が一致していたことに満足していた。19
市民たちは確かにハーンの記事に魅了されたのであった。記事の配置、詳細なイラストの
挿入といった、旧来の形式を打ち破ったハーンの斬新な試みが『インクワイヤラー』紙の
販売向上にも、そして、彼自身の記者としての評判にも貢献したのである。
2.2. 内容的特色
体裁に内容が伴わないならば、成功がおぼつかないことはいうまでもない。内容的な魅
力をみるために、以下では『インクワイヤラー』紙と他の新聞の記事とを比較する。その
『インクワイヤラー』紙 『コマーシャル』紙 『ガゼット』紙 『タイムズ』紙
8前に、ひとまず、皮革製作所殺人事件の概要を簡単にみておこう。
事件の被害者はドイツ系の移民へルマン・シリングという青年であった。彼は、皮革製
作所の労働者で、夜にはそこで寝泊りしながら夜番の仕事も兼ねていた。彼は、15歳の少
女と親密な関係となったが、その少女の父親アンドリアス・エグナーに娘を誘惑したとし
て訴えられた。彼はそれを否認した。その後、少女は妊娠したが、7 ヶ月目に早産で死亡
してしまった。彼女の父親は激怒し、息子と共に、その日、シリングを殴り殺しかけた。
しかし、同僚がシリングを助けてその日は殺されずに済んだ。しかし、エグナー父子は、
おおっぴらに機会があれば必ず彼を殺すと言い放っていたのである。
そして、事件の日、皮革製作所から解雇され、シリングを恨んでいた元同僚ジョージ・
ルーファーとエグナー父子は凶行に及ぶ。彼らは厩舎でシリングを棍棒で殴り、鉄の叉で
殺害した。殺害後、厩舎の隣にある煮沸室に彼を引きずって行き、炉に押し込んだ。証拠
隠滅を図ったのであるが、死体は完全に焼かれず、半分黒焦げとなった形で翌日、別の従
業員によって発見された。エグナー父子は直ちに逮捕され、ルーファーも共犯者として検
挙された。
以上が事件の概要である。では、各新聞は事件をどのように伝えただろうか。死体の描
写に関する例をみてみよう。半分黒焦げになって発見された被害者の死体は、おそらくグ
ロテスクなものであったろう。『コマーシャル』紙は、死体の様子に関して具体的な描写は
行わない。『ガゼット』紙や『タイムズ』紙は、死体が炉から引き揚げられる場面を次のよ
うに描写する。まず、『ガゼット』紙からの引用である。
死んだ男の黒焦げの胴体の一部であった肝臓と腸を引っ張り出して彼〔事件担当
警部〕はぞっとした。次に胴体と離れ離れになった頭部を、黒焦げの頭蓋からあ
ふれだした脳みそと一緒に取り出した。続いて黒焦げの手足。その後の努力によ
って、粉々になったものを除く全ての残余を取り戻した。
次は、『タイムズ』紙からの引用である。
そこには骨やカリカリに炭化した肉のおぞましい物体、そして損傷した頭蓋骨の
中には脳みそが、それも乾燥するまで焼かれ、両手の平をかろうじて満たすほど
の脳みそがあった。
9『ガゼット』紙の「肝臓と腸を引っ張り出して」という表現や『タイムズ』紙の「損傷
した頭蓋骨の中には脳みが」といった表現から、被害者の無残な姿が見て取れる。だが、
ハーンの描写は詳細さの点で両紙をはるかに上回っている。次はハーンの書いた死体の描
写の一部である。
脳漿はほとんどすべて沸騰してなくなってしまったが、それでも頭蓋の底部にレ
モン程度の大きさの小さな塊が残っていた。パリパリに焼け焦げて、触るとまだ
温かった。パリパリ焼けた部分に指を突っ込むと、内側はバナナの果実程度の濃
度が感じられ、その黄色い繊維質は検死官の両手の中でさながら蛆虫のごとく蠢
いているように見えた。20
焼死体などみたことのない読者に自分の描写をより分かりやすく感じさせるために、ハ
ーンが喩えとして利用するのは、レモンやバナナや蛆虫など、実際に身近にあって想像で
きるものである。自分が見たことのないものに対しては説明を聞いても、よく分からない
ことがあるからだ。その時に自分が知っているものに喩えられると、理解が容易になるの
と同じ原理である。焼けた死体の臭いが焼けた牛肉の臭気に類似するというハーンの描写
は、牛肉を食べる人にとっては吐き気をもよおす表現であったであろう。
『ガゼット』紙と『タイムズ』紙の記者が書いたのは、死体が炉から取り出される場面
である。しかし、ハーンは、焼死体を見るために、葬儀社にまでついて行った。彼はそこ
で死体を直接見て、触り、その上で描いたのである。検視台の上の死体を直接見て、描い
たのは彼一人だった。ハーンの死体に対する関心は、彼が皮革製作所殺人事件まで、何回
も死体を素材とした記事を書いたことからもわかる。21例えば、事件の約 6 ヶ月前に書か
れた 1874年 5月 3日付けの記事「死の舞踏」“The Dance of Death”には、解剖された死
体の様子が生々しく描かれている。22ハーンは、頭と四肢が胴体から切断され、身体の肉
の半分以上が刻まれ、欠損している死体を目の当たりにした。彼は自分が見ているものを
読者に忠実に伝えようと、死体の状態を詳細に述べる。彼は、自分が見たもの、嗅いだも
のをそのまま読者に見せ、嗅がせるような具体的で生々しい描写を心がけた。この手法が
同事件の死体の描写にも用いられる。ハーンは、それまでに視覚や嗅覚に訴える描写を主
に行ってきた。しかし、同記事の中では、焼かれて半分残っている死体を読者により身近
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に感じさせるために、新たに触覚を用いたのである。
次にみる例は、殺害過程、すなわち被害者が襲われる場面である。この事件には目撃者
がいなかったため、事件の様子は、現場に残された証拠を元に推測される。『インクワイヤ
ラー』紙以外の 3 紙は、多少の推測が加えられたにせよ、現場の状況から分かる範囲での
事件の経緯を述べる。3紙の襲撃の場面は以下のとおりである。
『コマーシャル』紙。
暗殺者たちが(二人いたと考えられる)どこでシリングを最初に見つけたのかは知
られていない。しかし、彼らが六つ叉で彼を刺し、棒で殴ったのは確かである。
おそらくシリングは必死に暗殺者たちともみ合いになり、大きな声で助けを求め
たことは疑いない。暗闇の中、彼は生きるために一人で戦った。その戦いは小さ
な厩舎の中や中庭において行われた。しかし、彼には素手しかなかったであろう。
殺害者たちはすさまじい不意打ちを彼に食わせた。彼は若く強かった。そして、
命は大切であった。しかし、運命は決まってしまい、彼は殺された。
『コマーシャル』紙の記者は遺留物や証言を根拠として、被害者と加害者の戦いを正確
に再現しようと試みる。そこには想像力の入り込む余地はほとんどない。
『ガゼット』紙。
犯行を犯した連中は、厩舎に隣接した馬具格納室に潜伏していたに違いない。シ
リングが何も気付かず、短い戦いの末、殺されたからである。シリングが自分を
守るために馬の後ろに引っ込んだことは、そこにある最もおおい血溜まりから見
て取れる。しかし、小さい厩舎のあちこちで血まみれの戦いが行われた証拠があ
ふれている。
『ガゼット』紙の記者は、加害者が馬具格納室に潜伏していた可能性に言及しはするが、
それ以外の点では『コマーシャル』紙同様、証拠に基づいた説明を行う。
『タイムズ』紙。
彼〔シリング〕が厩舎に入った時、一人、あるいは何人かの者らに攻撃された。
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彼らはそこで彼を待ち伏せしていたに違いない。戦いは、現場の様子が表わす通
り、シリングが力尽き、六つ叉で突き刺され、絶命することになった。このおぞ
ましい悲劇、生き残るための必死の戦いや馬具格納室の最も暗い片隅でのすさま
じい死を目撃した人は誰もいなかった。
『タイムズ』紙の記事も、『ガゼット』紙や『コマーシャル』紙の記事とほとんど相違がな
い。3 紙の記者は、血の付いた六つ叉、血溜まり、激しくもみ合った痕跡といった遺留物
を根拠に推測を行なう。しかし、ハーンの描く犯人と被害者との死闘シーンは、証言を基
礎に置いてはいるが、想像力によって緊迫感に満ちた場面に組み立てられている。
その時、殺害者たちは機をうかがって馬具格納室の開けはなした戸口から犠牲者
が近づいてくるのをじっとうかがっていたのである。暗黒と沈黙の中をシリング
はさらに数歩すたすた近づいてきた。と何者かがこの夜警の喉首を、突然、鉄の
ごとき力でもって締めあげた。かくて命がけの死闘が始まったのである。夜は咫尺
し せ き
を弁ぜぬ真暗闇で、夜が隠さんとする暗き悪事にふさわしい陰鬱な暗さであった。
襲われた男は若くて力があり、ヘラクレスのように筋骨逞しい男であった。しか
しまったく不意打ちを喰らったのであり、身に寸鉄も帯びていなかった。自分の
喉をぐいぐい締め付ける力から、敵は腕っ節
ぷし
からいっても自分より強いことがす
ぐわかった。途端に今度はいきなり背後からがつんと一発喰らった。気が遠くな
るほどの一撃だったが、これで前だけでなく後ろにも敵がいることがわかった。
相手は二人だ、しかもそれが自分の命を狙っている、という恐ろしい考えが初め
て頭に閃いた。23
シリングの死闘の場面はこの後も、彼が六つ叉で刺され、死ぬまで続く。厩舎のあちこ
ちに血が散在し、六つ叉にも血が付いていたことから、シリングが厩舎で刺されたのは誰
もが推測していた。しかし、戦いの詳細を知る人は誰もいなかったため、他の新聞ではシ
リングが攻撃され、叉で刺されたとは書いてあっても、その時の詳しい経緯に関しては書
いてはいない。しかし、ハーンは想像力を働かせ、まるで被害者と加害者の荒い息遣いま
で聞こえてきそうな緊迫感溢れる場面に描き上げたのである。
被害者シリングが殺された後、炉に入れられる場面も、ハーンのスタイルが顕著に見ら
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れる。まず、他の 3紙の記事からみたい。『ガゼット』紙は、「死体の処理―死体は焼き尽
くされるように炉に入れられた」という見出しをつけ、炉に関する説明をした後、次のよ
うに述べる。
掃除のために炎管につながる小さい開口部があった。人間の体がその炎管を通る
ことはほとんどできない。しかし、それにも拘わらず、死人の体はこの開口部か
ら炎管まで無理矢理に突込まれ、焼き尽くされるように置かれた。このようにし
て最も重要な証拠－殺害された人の体－を破壊しようとしたのである。
『ガゼット』紙の記者は、残された証拠から当時の状況を説明している。それに対し、
他の 3紙は、被害者が生きたまま焼かれた可能性に言及する。『コマーシャル』紙には次の
ように書かれる。
シリングを殺した後、あるいは意識をなくすほどひどく怪我させた後、(中略)
体を穴の中に投げ入れた。その穴は、ボイラーの下の熱い灰をのせた台の上にあ
った。そしてドアを閉め、被害者を灼熱の空間に閉じ込めたまま置き去りにした。
この中で彼は、十分に加熱したオーブンの牛もも肉と同様に、こんがりとあぶり
焼かれたであろう。
『コマーシャル』紙の記者は、被害者が無意識状態であったかもしれないと述べている
ものの、炉に入れる時の被害者の意識の状況に関しては特にコメントしていない。それに
対し、『タイムズ』紙では、記者の想像力が少々加えられている。
ここに土曜日の恐怖が集結している。それは殺人により始まった。攻撃の方法か
らそもそも、その使われた道具、そして凄惨な結末まで恐ろしく、最終的には死
体を焼くことで終わった。燃え盛る灰だめの開口部に入れられた際、ひょっとす
ると彼にはわずかな息があったかもしれない。
炉に入れられた時に被害者が生きていたかもしれないと、『タイムズ』紙の記者は、『コ
マーシャル』紙の記者より一歩進んで推測する。しかし、ハーンの記事の中では、遺され
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た骸骨の強く食いしばった歯を、被害者が生きたまま焼かれた際の苦悶の証拠だとみて、
そこから物語を展開してみせる。
おそらくいきなり相手の殺人的打撃によって気を失い、抵抗力を失ったまま、
このみじめなドイツ移民の意識を喪失した図体は炉の中へ押し込まれたのであろ
う。凶悪な相手が熊手を使ってその体をさらに奥の燃え熾る地獄の火の中へ突込
んだ時か、あるいは男の血塗れの衣服に火が燃え移って、焼かれるという最初の
苦悶を感じた時かに、男の意識は火焔の死に直面するべく蘇ったに相違ない。想
像してみるがいい。男は助けを乞うて半狂乱の叫び声を立てる、狂ったように弁
じ立てる、生きようと思って死物狂いにあがく、命のために人間業を超えた争い
――百年の苦痛苦悶が一瞬の断末魔の中に群りおこる――と見る間に叫び声はか
すかになり、死物狂いのあがきも弱々しい身悶えと変わってゆく。そして残忍な
殺人者たちはその間中ずっと、鬼のごとく無慈悲に、悪魔のごとく暴戻
ぼうれい
に、一個
の哀れなる人間の命を滅ぼすための努力に喘ぎながら、無言の凱歌を奏しつつ凝
視していた！24
他の新聞は、被害者が生きたまま焼かれた可能性に関して言及しながらも、それ以上の
推測は書かない。それは報道記事としては当然のことかもしれない。しかし、ハーンの場
合は、まさに人々が心の中で密かに想像するかもしれない恐怖の状態を大胆に描いて見せ
る。それは、炉に入れられた被害者が、自分の体が燃えることに気付き、目が覚めること
である。ハーンは、体が焼かれる苦痛を味わいながら死物狂いであがく被害者の絶望的な
姿を描き出す。そして、読者に「想像してみるがいい」と、被害者の苦痛を一緒に味わう
ことを要求するのである。
このようにハーンの記事の中には焼死体の様子や殺人過程が臨場感溢れる筆致で描かれ
ている。犯罪記事に用いられたこれらの手法は、報道記事の領域を逸脱したものといえよ
う。しかし、五感を刺激する表現、あたかも目の前で物事が起こっているような描写によ
り、ハーンは読者の心に殺人現場を再現することができた。読者を魅了したのは、まさに
このような手法だったのである。
まとめ
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ハーンは、シンシナティにおいて報道記者として成功を収めた。本稿では、その理由につい
てハーンを取り巻く環境と彼の文学的才能の二つの側面から論じた。アメリカの新聞が政治
的影響力から独立していった時代、報道記者の重要性に気付いた編集長コカリルとの出会いが、
ハーンにとっては大きな機会となった。ハーンが伸び伸びと文筆修行していく環境を作ったの
である。
ハーンは、外的に与えられた機会を自分のものにし、それを踏み台として飛躍した。シ
ンシナティ時代の代表作、「皮革製作所殺人事件」には、彼の才能が凝縮して現れる。それ
は、新聞の１面全体にイラスト入りの記事を掲載するという型破りの形式であり、恐怖小
説を読むような錯覚を呼び起こすハーンのスタイルである。ハーンは、犯罪事件を事件そ
のものとしてではなく、劇的な物語として伝えた。読者をわくわくさせ、その嗜虐性を満
足させたのである。それには、徹底した事件の調査が必要であり、それを改めて面白く組
み立てる才能も欠かせない。このような手法は、彼の後の作品にも影を落としている。例
えば、彼が手がけた 2編の小説は共に実話に基づいている。また、彼が日本時代に著した
『骨董』や『怪談』が原話の上に成り立った作品であることはよく知られている。実話な
いし原話という骨組みを想像力によって肉付けしていくという手法が、シンシナティ時代
に豊かに芽吹きを始めたといえる。
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